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三

十

韻

等

の

詩

集

が

あ

る

。

坂

夏

の

役

に

は

岡

山

で

鎗

下

の

高

名

を

鑓

し

た

。

寛

サ
ザ
タ
ポ
ヤ
タ
シ
篠
窪
薬
師
珠
洲
郡
馬
銀
に
一
永
十
四
年
夜
。

あ
る
。
能
管
誌
に
、
『
此
村
に
笹
久
保
と
呼
べ
る
百
姓
一
ザ
ザ
ジ
マ
ヒ
サ
オ
ホ
篠
島
久
大
逝
稽
左
卒
、

あ
り
。
此
家
に
篠
窪
薬
師
と
て
安
置
せ
b
。
大
般
若
一
寧
は
子
徳
、
磁
は
哨
澗
叉
は
竹
激
。
定
番
頭
坂
井
子

経
の
醤
潟
せ
し
経
を
持
停
へ

b
。
』
と
寵
す
る
も
の
こ
一
和
の
こ
男
で
.
篠
島
健
請
に
子
養
せ
ら
れ
た
。
拡
化

れ

で

あ

る

。

一

元

年

交

の

線

三

百

石

を

襲

ぎ

、

勝

手

方

・

股

作

奉

行

・

ザ
ザ
タ
マ
カ
ツ
マ
サ
篠
島
一
政
遺
稿
監
物
。
一
馬
廻
使
番
・
大
組
頭
・
馬
廻
頭
粂
算
用
場
奉
行
等
と
な

組
問
了
の
次
男
。
慶
長
十
六
年
交
の
隠
居
に
よ

b
E分
一
・
り
、
明
治
三
年
四
用
金
探
務
様
少
彦
事
に
任
ぜ
ら
れ
、

知
七
百
石
を
受
け
、
元
和
元
年
大
坂
再
役
に
従
う
て
・
一
周
年
十
一
周
十
日
夜
し
た
、
歳
五
十
九
。

首
三
つ
を
得
、
同
年
清
了
の
夜
す
る
に
及
ん
で
そ
の
一
ザ
ザ
ジ
マ
ム
ネ
ナ
ガ
篠
島
宗
家
活
様
左
兵
衛

致
仕
料
三
百
石
を
併
せ
、
千
石
を
食
ん
だ
。
寛
永
七
一
叉
は
伊
賀
守
。
越
前
大
野
郡
の
人
で
、
朝
食
義
景
に

年

授

。

一

仕

へ

、

因

究

百

貫

を

食

み

、

士

大

将

で

あ

っ

た

が

、

サ
ザ
タ
マ
キ
ヨ
ナ
ガ
篠
島
清
長
遺
稿
盟
前
。
一
義
景
の
亡
び
た
後
加
賀
に
来
b
、
禄
幅
減
主
前
回
右

寛
永
十
四
年
焚
盟
前
清
政
の
也
知
ご
千
四
百
石
を
襲
一
近
努
織
に
凪
し
て
百
五
十
石
を
受
け
た
。
子
孫
世
々

宮
、
後
庭
球
を
増
し
て
三
千
百
石
ハ
内
四
百
石
奥
力
一
務
に
仕
へ
る
。

知
〉
に
歪
り
、
越
申
今
石
動
に
在
住
し
た
。
寛
文
元
一
サ
ザ
ダ
シ
ン
Z

号
ン
笹
田
新
右
衛
門
加
賀
務

年

授

。

一

の

軍

医

奥

村

敏

臓

の

家

老

健

闘

mm右
衛
門
の
養
子

ザ
サ
タ
マ
キ
ヨ
ノ
ロ
篠
島
清
了
遁
稽
三
藤
・
織
一
で
、
三
浦
藤
右
衛
門
の
末
子
で
あ
る
。
元
文
二
年
正

部
。
越
前
大
野
郡
の
人
。
焚
伊
賀
守
宗
永
は
初
め
朝
一
周
十
三
日
告
に
叱
質
せ
ら
れ
た
こ
と
を
恨
み
、
敏
馬

倉
義
景
に
仕
へ
た
が
、
そ
の
誠
後
二
子
と
共
に
加
賀
一
を
切
殺
し
、
暦
合
は
せ
た
家
老
蹄
藤
次
郎
左
衛
門
の

に
来
た
。
清
了
初
め
前
田
利
家
に
仕
へ
て
七
十
石
を
一
枠
牢
左
衛
門
の
震
に
切
殺
さ
れ
た
。

受
け
、
次
い
で
木
般
械
の
前
田
秀
織
に
縛
じ
て
三
百
一
ザ
ザ
ダ
ス
ケ
ザ
Z
宅
ン
笹
田
助
左
衛
門
元
和

石
と
な
b
、
叉
秀
織
の
子
今
石
動
械
の
利
秀
に
仕
一
元
年
大
坂
陣
に
出
征
し
、
五
周
七
日
岡
山
口
筋
に
て

ヘ
、
次
い
で
利
長
に
召
返
さ
れ
て
六
百
石
を
受
け
、
一
深
手
を
質
ひ
、
十
六
日
死
亡
し
た
。
其
の
子
二
代
助

四
百
石
を
加
へ
て
千
石
と
な
り
、
そ
の
袋
千
石
宛
増
一
左
衛
門
は
御
馬
組
組
頭
を
勤
め
た
が
、
喧
榔
嚇
し
て
家

機
爾
次
に

L
て
三
千
石
に
至
っ
た
が
、
慶
長
十
六
年
一
断
絶
し
た
。

返
老
し
て
本
隊
の
号
ち
三
百
石
を
養
老
俸
と
し
、
元
一
サ
サ
ヅ
カ
笹
縁

4
キ
タ
サ
サ
ザ
カ
北
慣
探
。

和

元

年

十

周

に

裂

し

た

。

一

ミ

ナ

ミ

サ

サ

ザ

カ

南

俊

探

。

ザ
ザ
タ
写
・
キ
ヨ
マ
サ
篠
島
清
政
一
一
部
長
政
。
一
歩
ザ
ヅ
カ
チ
ユ
ウ
ザ
Z

モ
ン
笹
塚
忠
左
衛
門
爵

趨
稽
三
蔵
、
後
側
諸
前
と
縛
し
た
。
鹿
長
二
年
前
回
利
一
は
有
議
。
石
川
郡
南
笹
塚
の
入
。
一
一
一
一
池
誠
鍔
法
を

長
に
仕
へ
、
二
百
石
を
賜
は
・
旬
、
、
次
い
で
二
百
石
を
一
宮
弁
党
聞
に
接
ぴ
、
文
政
六
年
に
算
法
初
門
を
著
し

増
し
、
十
六
年
焚
清

7
の
致
仕
後
其
の
隊
二
千
石
を
一
た
。
そ
の
子
宮
右
衛
門
則
久
も
ま
た
有
義
か
ら
算
法

併
せ
て
二
千
四
百
石
を
受
け
、
足
睡
頭
と
な
b
、
大
一
を
僻
へ
た
。

-、
J 

サ
サ
!
サ
シ

il~ 

篠
道
場

ザ
ザ
ド
ウ
タ
ヨ
ウ

ジ
篠
生
寺
。

ザ
ザ
ナ
句
旬
、
笹
波

務
。

ザ
ザ
ナ

ε
笹
波
珠
洲
郡
西
海
郷
に
臆
す
る
部

帯
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
健
披
村
廷
し
。
少
し
山
手
に

あ
る
村
な
b
。
惣
じ
て
こ
の
遜
の
風
景
、
山
の
姿
、

磁
山
の
形
、
礎
遜
の
奇
石
・
異
石
・
健
石
の
有
様
絶
景

な
り
。
』
と
犯
す
る
。

サ
ザ
ナ
『
旬
、
佐
佐
渡
鹿
島
郡
大
呑
郷
に
鴎
す
る

部
都
。サ

ザ
ナ

εガ
ハ
佐
佐
渡
川
鹿
島
郡
小
栗
附
廷

に
裂
し
、
東
流
し
て
清
水
平
を
経
、
佐
々
波
か
ら
諜

に
注
「
。
流
根
回
粁
俄
。

ザ
サ
ノ
ヤ
ガ
ハ
笹
野
屋
川
鳳
至
郡
宇
出
棒
と

宇
出
楠
山
分
と
の
入
合
領
山
か
ら
渡
し
、
宇
出
捧
領

で
識
に
注
ぐ
。
減
税
二
粁
七
許
。

サ
サ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
篠
山
城
期
羽
咋
郡
末
吉
に
在

っ
た
。
山
・
結
城
と
も
い
ひ
、
手
簡
某
の
隠
た
所
と
い

ふ
が
明
ら
か
で
な
い
。

ザ
サ
ヰ
タ
ロ
ザ
Z

モ
ン
篠
井
次
郎
左
衛
門
初

め
奥
三
官
。
天
明
三
年
養
失
六
郎
の
越
知
百
五
十
石

を
受
け
、
御
馬
廻
に
斑
し
た
が
、
寛
政
ご
年
四
用
十

八
日
不
屈
に
よ
っ
て
知
行
を
召
政
さ
れ
た
。

ザ
ザ
ヰ
マ
ザ
タ
カ
篠
井
正
登
逝
稽
槌
左
衛
門
。

突
は
毛
利
輝
元
の
臣
篠
井
奥
右
衛
門
。
寛
永
十
五
年

前
田
光
高
に
仕
へ
て
御
小
締
に
列
し
、
十
七
年
俸
二

百
石
を
受
け
、
御
馬
車
行
と
な
り
、
寛
文
二
年
御
馬

廻
に
瑳
し
た
。
間
五
年
授
。
子
孫
相
繕
い
で
務
に
仕

へ
た
。ザ

ザ
ヰ
マ
サ
フ
サ
篠
持
軍
房
逝
稽
七
兵
衛
・

活
左
衛
門
。
突
は
櫨
左
衛
門

E
登
。
箆
永
九
年
に
生

ま
れ
、
寛
文
五
年
交
の
.
後
を
捜
.
き
二
百
石
を
受
け
、

J
Fシ
ョ
ウ

γ
ヨ
ウ

羽
咋
郡
勝
懸
郷
に
屈
す
る
部

圃

ザ
シ
ヒ
カ
へ
指
拘
指
控
と
も
替
〈
。
務
政
の

時
、
村
役
人
の
徴
罪
を
罰
す
る
に
指
釦
・
御
用
之
外

指
拘
の
自
が
あ
っ
た
。
町
人
に
も
指
拘
を
命
ず
る
こ

と
が
あ
り
、
寛
政
五
年
町
人
の
指
却
は
蔀
を
お
ろ
し

商
棄
を
管
ま
し
め
な
い
も
の
と
定
め
た
。
士
人
の
指

釦
は
遠
慮
よ
り
は
縄
〈
、
車
に
趨
慌
の
窓
を
表
す
る

馬
廻
組
に
避
し
、
外
作
事
事
行
と
な
り
、
次
い
で
延

質
五
年
改
作
奉
行
と
な
っ
て
百
石
を
加
ヘ
、
安
和
二

年
京
都
に
使
し
、
塗
申
で
病
夜
し
た
。
享
年
五
十
一
。

短
文
中

E
房
の
監
遺
し
た
越
中
愛
本
橋
は
、
工
事
務

巧
一
時
に
冠
絶
す
る
と
い
は
れ
た
。

ザ
シ
ア
ヂ
タ
ウ
ゲ
さ
L
あ
げ
峠
能
美
郡
白
峰

の
う
ち
赤
谷
か
ら
五
十
谷
に
至
る
聞
の
峠
。

サ
シ
ザ
バ
剥
鯖
鳳
至
郡
外
浦
海
岸
に
産
す
る

も
の
最
も
有
名
で
、
加
賀
務
・
富
山
務
の
御
用
御
肴
た

る
命
を
受
け
て
居
た
。
加
越
能
大
路
水
経
に
、
『
道
下

村
の
西
、
黒
島
村
よ
り
北
の
方
六
七
よ
刊
を
西
海
七

浦
と
い
ふ
。
夏
、
刺
鱒
を
切
出
す
。
能
州
名
物
也
。

七
浦
は
鹿
磯
・
深
見
・
吉
浦
・
五
十
洲
・
皆
周
・
大
樺
・
輪

島
の
七
捕
な
り
。
』
と
見
え
、
叉
費
暦
の
調
書
に
は
、

羽
咋
郡
西
海
刺
館
、
風
戸
・
風
無
・
千
浦
・
赤
附
・
前
蹟

村
か
ら
御
用
に
付
き
指
上
げ
る
と
あ
る
。
刺
舗
の
製

法
は
次
の
知
く
で
あ
る
。
生
節
を
背
捌
に
し
て
内
臓

を
去
り
、
三
四
時
間
水
に
浸
し
て
血
液
を
去
り
、
水

摘
を
除
き
、
鎖
生
目
三
十
貫
目
を
盟
十
三
貫
目
に
て

約
一
一
週
間
漬
け
、
撹
盟
の
溶
液
で
洗
練
し
、
岡
大
の

も
の
こ
尾
宛
を
重
ね
刺
し
、
ハ
サ
に
掛
け
て
乾
か
す

こ
と
一
週
間
に
し
て
、
躍
柱
の
結
品
す
る
を
期
と
し
、

危
架
の
上
に
誕
鑓
の
荒
〈
厚
き
も
の
を
取
き
、
そ
の

面
に
舗
を
格
子
朕
に
積
む
こ
と
高
さ
六
尺
に
及
び
、

周
闘
を
鐙
及
び
菰
で
密
閉
し
、
十
日
許
を
鰐
て
脂
肪

の
浮
き
出
で
、
程
賞
色
を
呈
し
た
時
金

γ

〈
功
穫
を
終

る。

三
回
一


